
令和2年度

ボランティア人数（累計）
48名

（平成29年度）
53名 58名 63名

目　標

【指標名】
年度

【現状値】 平成30年度 令和元年度

事業行程

項目
年度

平成30年度 令和元年度 令和2年度

ボランティア育成・支援講座（障がい者サー
ビス含む）

ボランティア講座開
催（2回）

ボランティア講座開
催（2回）

ボランティア講座開
催（３回）

目　的
（何をどうしたいのか）

読書啓発ボランティアを育成・支援するとともに、ボランティア活動を通じた生涯学習や活動の場を提供することで、
市民の読書活動の普及促進を図ります。

主な対象
（誰・何を対象に）

市民及び図書館利用者

事業内容
（手段、手法など）

　読書普及事業等を図書館と共に行うボランティアの育成・支援を行うため、障がい者や高齢者サービス、学校支援
サービス等の各ボランティア講座を実施し、市民にボランティア活動を通した生涯学習の場の提供を行います。

関連個別計画
第２期伊勢原市教育振興基本計画、第２次伊勢原市子ども読書
活動推進指針

計画期間 平成３０年度～令和４年度

実施の背景
（事業を取りまく環境

・市民ニーズ）

　図書館では、職員と共に長年読書普及活動を行ってきたボランティアがいますが、その継続の支援を行うこと、ま
た新しく読書啓発ボランティアを育成することは、社会教育施設として市民の生涯学習の機会を増やし、生きがいや
活動の場を提供することにも繋がるため、積極的に実施する必要があります。

令和４年度

関連法令等
図書館法（昭和二十五年四月三十日法律第百十八号）、文字・活字文化振興法（平成十七年七月二十九日法律
第九十一号）、子どもの読書活動の推進に関する法律(平成十三年十二月十二日法律第百五十四号）

国・県の計画等 かながわ読書のススメ～神奈川県子ども読書活動推進計画 計画期間 ５年更新

事務区分〔選択〕 （選択してください）→ 法令上の位置づけ 実施する規定はない

事業開始年度 開始年度 平成３０年度 ～ 終了年度

予算事業名
図書館運営事業費

基本政策 3 人がつながり未来を拓く学び合うまちづくり

施策展開の方向 6 いつまでも学び生きがいがもてるまちをつくる

計　　画　　　　　　（Ｐｌａｎ）

総合計画体系 暮らし力

まちづくり目標 1 誰もが明るく暮らせるまち

施策 11 学習成果を生かせる生涯学習の推進

第５次総合計画　中期戦略事業プラン　事務事業評価シート

事業名 図書館における生涯学習推進事業 事業
番号 11-103

事務事業担当

部名 部長名 課名 課等の長

教育部 谷亀　博久 図書館・子ども科学館 杉山　麻里

令和３年度

自治事務 法定受託事務

事業実施（Do）



円 円

単位
当たり
コスト

対
象
数

総事業費
／対象数

4,956 円 3,064

コ
ス
ト

年度

事業費合計(a)

単位 講座受講者数（年間累計） 単位

対象数 45 人 110 人 0 人

定義 講座受講者数（年間累計） 単位 講座受講者数（年間累計）

トータルコスト
(a)+(b)

223 千円 337 千円 0 千円

0.07 人 307 千円 0 人

人
件
費

0 千円

人件費合計(b) 0.04 人 220 千円 0 千円

0 千円

その他の職員 0.02 人 50 千円 0.05 人 133

0.02 人 174 千円 0 人正規職員 0.02 人 170 千円

千円 0 人

国県支出金の内容

その他
特財の
内容

受益者負担 前回の改定時期

その他

0 千円

一般財源
(a)-①-②-③

3 千円 30 千円 0 千円

0 千円

地方債　② 0 千円 0 千円 0 千円
内
訳

国県支出金 ① 0 千円 0 千円

その他特財　③ 0 千円 0 千円

3 千円 30 千円 0 千円

48名
（平成29年度）

６４名 72名 69名

平成30年度 実績 令和元年度 実績 令和2年度 実績

実施した取組の内容

新型コロナ感染症拡大防止のため、ボランティア養成講座の開催は見送りました。新規ボランティアの養成はできま
せんでしたが、既存ボランティアのモチベーション維持のために、ボランティアが開催する勉強会や、感染防止に配
慮した活動への支援を実施しました。

目標の達成状況

【指標名】
年度

【現状値】 平成30年度 令和元年度 令和2年度

ボランティア人数（累計）

実施結果

項目
年度

平成30年度 令和元年度 令和2年度

ボランティア育成・支援講座（障がい者サー
ビス含む）

ボランティア養成講
座開催（２回）

ボランティア養成講
座開催（２回）

ボランティア養成講
座（0回）

事　業　実　施　　　　（Ｄｏ）

事業の「取組方針」

（前年度事務事業評価）

読書普及活動を一層推進するため、引き続き新たなボランティア育成のための講座や各ボランティアが活動を行う
ための研修講座を実施して、ボランティア活動を活性化します。

実施方法

〔選択・記入〕

委託先又は指定管理者

補助先

具体の内容

有 無

業務委託 指定管理

補助金

その他

評価 （Check）へ

すべて直接実施 左記以外



事業推進上の課題

おはなし会などの集会事業は、新型コロナ感染症に伴う社会状況の変化によって、開催が制限されています。コロ
ナ禍でもボランティアに活動機会を提供するためには、既存の読書普及事業に捉われない、新しい生活様式に対
応した読書普及活動について、図書館として研究する必要があります。

令和３年度の取組方針

新型コロナ感染症に伴う社会状況を注視しながら、安心・安全な読書普及ボランティア活動を推進します。既存のボ
ランティアのモチベーション維持のために、活動の支援を行うとともに、新しい生活様式に対応した読書普及活動を
研究し、安心して取り組めるボランティア活動の機会を提供していきます。

所管部長による総評

市民の読書活動の普及を図るため、ボランティア団体との協働活動は大変重要です。新型コロナウィルス感染症の
影響で、ボランティア養成講座等は開催できませんでしたが、ボランティアのモチベーションを維持するための取り
組みを行いました。
今後も、ボランティア活動を支援するとともに、コロナ禍における新しい生活様式に対応した読書活動の普及に努め
る必要があります。

効率性

〔選択・記入〕
Ａ

左記
判断
理由

育成・支援講座を開催できませんでしたが、ボランティアの勉強
会支援や、新型コロナ感染症拡大防止に配慮した活動の場を
提供することで、育成・支援を継続しました。

取組内容の改善　　　　（Ａｃｔｉｏｎ）

実施水準

〔選択・記入〕
Ｂ

他都
市の
事業
内容
等

新型コロナ感染症拡大防止のため、近隣他市でも活発な活動
は見送られています。

有効性

〔選択・記入〕
Ｂ

左記
判断
理由

育成・支援講座は開催できませんでしたが、既存ボランティアの
活動内容を見直し、新型コロナ感染症拡大防止に配慮した読
書普及ボランティア活動を継続することで、ボランティア活動の
モチベーション維持をはかることができました。

評　　価　　　　（Ｃｈｅｃｋ）

進捗状況

〔選択・記入〕
Ｃ

左記
判断
理由

新型コロナ感染症拡大防止のため、計画した育成・支援講座を
開催することができませんでした。また、社会状況に不安を感じ
たボランティアが活動を辞退したことで、活動ボランティア数は
減少しました。

取組内容の改善 （Action）へ

計画どおり （A)

概ね計画どおり （B)

計画どおり進捗せず （C)

他市より高い水準で実施 （Ａ）

他市と同水準で実施 （Ｂ）

他市より低い水準で実施 （Ｃ）

一律に比較できない事業

高い （Ａ）

普通 （Ｂ）

低い （Ｃ）

効率的に実施されている （A)

改善の余地がある （B)

抜本的な改善が必要である（C)


